ランボーの «Voyelles» をめぐって : 1871年のランボー（その二） by 山村 嘉己 & Yamamura Yoshimi
ランボーの  Voyelles  をめぐって : 1871年のラ
ンボー（その二）
著者 山村 嘉己
雑誌名 仏語仏文学
巻 8
ページ 71-89
発行年 1975-12-10
URL http://hdl.handle.net/10112/00017555
フンボーのくVoyelles► をめぐって
-1871年のランボー（その二）
? ? ?
己
． 
ランボーにとってバリ・コンミューンは何であったか。それは何よりも彼. . . . .. . 
自身の全的解放を意味するものに低かならなかった。世界最初のプロレタ
リヤ革命の蜂火であったというような歴史的意味よりも．それが先ずきわ
めて個人的な一ーそして同時に，きわめて運命的なー―ー出来事であったこ
とに注目したい。彼がじっさいにその騒乱に加わったかどうかについては，
いるいるな臆測が可能であることはすでに述べた。（拙稿「ランボーとパリ・
コンミューン」関大文学論集第23巻，第 2• 3号参照）ランボーがはたして真に
Communardsと主義主張を一にしたかどうかも， そう単純には確定しが
たい。しかし．この事件がランボーの精神構造を根底的にゆさぶり動かし
たものであることだけは疑いをいれない。たとえば， Voyantの手紙はそ
の何よりの証拠であろう。いや，それよりも，彼の詩作品の中にその根跡
は明瞭に刻まれている。それはこの事件に直接由来するいくつかの作品が
ある I)というだけではない。次の『地獄の季節』の詩句の中には，その余
韻が十分になりひびいている。
いっ ぽくたちは出かけようか砂浜をこえ峯々をこえて 新しい労
働の誕生新しい叡智暴君と悪魔の退散迷信の終未に挨拶を送るた
1) 直接にパリ•コンミューンにかかわるものとしては， "Chant de guerre parisien", 
"Le Caiur vole", "L'Orgie parisienne ou Paris se repeuple", "Les Mains de 
Jeanne-Marie"などをあげることができる。なお "LeBateau ivre"にも影響
が見られるという説もある。
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めに そしてまた—みんなに先がけて一ー地上のクリスマスを祝福す
るために！
天上の歌．民衆の進軍だ！ 奴隷どもよ人生を呪うまい。 （「朝」）
Delahayeの証言を信じるならば， ランボーはこの頃すでに一箇の政治
的信条を所有していたという。 （前掲拙稿参照）しかし，コンミューンとラ
ンボーとの結びつきは，そのような醒めた意識の問題ではない。たとえば
A. Bretonのいうように， ＜世界を急進的に変えようとする全意志が，突
如として集中され，時を移さず身をもって労働者解放の意志と一体になっ
た。それはまるで，すでにそれ以前の彼の作品が激昂的に拒否し，また同
時にほげしく追求していた人間的幸福がまさに獲得されんとしているよう
に，とつぜん，彼の目に見えたかのようであった}(A. Bretonく今日の芸術
9の政治的位置〉田淵普也訳）のである。
周知のように，パリ・コンミューンほ自らの中に，その抵抗を組織し，
永続させて行くだけの力をもった指導者を欠いたが故に，成立後わずかに
2ヶ月にしてもるくも崩壊せざるをえなかった。しかし，このときに民衆
の示した無邪気なばかりの大義への傾倒ぶりは，性とんど詩的ともいえる
ような趣きを呈していたという。 『ランボオとパリ・コミューヌ』 (1971, 
Gallimard. 新納みつる訳）という興味深い研究を発表した P.Gascarはその
中でつぎのように述べている。
自由と正義のためのいささか無秩序なこの戦いをたたかうこと，奮起
し（打ちのめされる時が間近に迫っている）精神の昂揚状態を経験する
こと，これほとりもなおさず民衆全体でとったヴァカンスなのである。
生活ほ日常的であることをやめ，仕事に出掛けるというようなことほな
くなってしまうか，あるいは少くとも時間的規則に拘束されないように
なり，人々は夜おそくまで街に出て，友愛の交歓を行なう。こういう革
命もありうるのだ。 （同訳害 p.68) 
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かくて，パリ・コンミューンは何よりも先ずく春の歴史〉であり．＜創造
カの祝祭〉であったのである。
ランボーが．この頃．その師lzambardの出現をひとつの契機として．
新しい飛躍を示そうと試みていたのは，まさに運命的なことであった。幼
年時よりきびしく彼を制圧していた絶対君主，母の威力が，ようやく彼の
周囲で崩壊しはじめていた。 1870年8月29日を手はじめに起る何回もの家
出ほ，具体的にはその母の絶対権からの脱出の証しとなったのであり，結
果的には彼とパリ・コンミューンとの梢神的な連帯を確認する手段となっ. . . . . 
たのであった。 P.GascarがCommunardsの示した愛と高邁さを賞諧し
ながら，ランボーの求めた＜共生，共同体的抒情〉が同じように愛と高邁
さを含んでいることを指摘し，くそのような抒情が母の家をほなれるとた
だちに表現されたということに注目しなければならない}(前掲訳書 p,71)と
いっているのほまことに適確な指摘というべきであろう。
このように，パリ・コンミューンは，ランボーにとってはまさしく運命
的に，彼自身の人間的解放の欲求と基本的につながるものとなりおおせた
のであった。
2 
それでは．コンミューン体験がじっさいにランボーにもたらしたものは
何か。それはいうまでもなく Voyantの意識であろう。このVoyantとい
うことばほ．ランボー自身の表現のあいまいさもあって，じっに数多くの
解釈を生んでいるものであるが．それだけに．ここで論者自身のよって立
つ基盤を明瞭にする意味でも．若干の考察を加えて考え方を明らかにして
おく必要があるう。
先ず Voyantとは travailleurである。 travailleurとは ouvrierとちが
って． 自らの中に idee, すなわち． 大義をつねに所有するものの謂であ
る。 Izambardあて， 5月13日の手紙の一節を想起しよう。2) つまり， ラ
2) 「ぼくはいずれ労働者になります。狂おしい怒りがぼくをパリの戦聞へとかりた
てるとき．ぼくを引きとめるのはこの考えです。あちらでは．ぽくがこの手紙を
かいている今もなお，労働者が続々と死んでいるのです…」
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ンボーにとっては， Communardsこそ，この travailleurのイメージにか
なう最初の存在だったのである。 「ジャンヌ・マリーの手」の結びに見ら
れるあの昂揚ぶりは，こうした travailleurに捧げる彼の讃歌に低かなら
ない。
ああ聖なる手よ 時として君の手に
われらが唇の夢見心地にたえまなく
ふるえて去らぬ その手に
きらめく鉄鎖の きしみ輝くとき
また 時として われらが存在の奥底に
奇妙なふるえの突走るほ
ああ 天使の手よ 君の手の色あおざめ
その指の血潮にまみれるその時か。
この思いは『地獄の季節』の「閃光」において，ついにはつぎのような
叫びにまでいたるであろう。
人間の労働！ これこそ匠くのいる深淵を 時おり 稲妻のように照
し出す爆発だ。
かくてランボーにとってほ， Communardsこそ， Voyantとしての自分
がもっとも共感を感じ，また自分の目ざすべき方向を指示する存在ですら
あったのである。つまり， Communardsとのこのような共生感情こそが
Voyantの思想を支える最大の基盤だったといってもけっしていいすぎで
はない。したがって Gascarがいみじくも指摘するように， ランボーにと
って， {voyanceとは， ロマン派の作家たちが考えているような，それに
よって無限へ飛躍しようというようなものでほない。ランボオの語る未知
（「何故なら，彼ーVoyantー は未知に到達するからです。」）ほ，現実に貼
りついている。わたしたちの彼方はただ現実がくるりと廻転することによ
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って発見される>(前掲訳書 p.80)ことになる。
しかし，この考察の後半ほランボーにとって現実がしたたかな手ごたえ
をもっているときにのみ正当というべきであろう。すなわち，＜くるりと
廻転する〉ような現実が保んとうにランポーにあったかということである。
周知のようにランボーが母から独立しようとして家出をしたとき，彼の巌
中はほとんど無ー文だった。学校の賞品を売り払ってえたお金など，ほと
んど何の足しにもなりほしない。友人の懐をあてに， Izambardの援助に
すがり，それでもなお足りないときの彼のスキャンダルじみた行動の報告
ほ枚挙にいとまがない。ということは，彼はいわば放浪者として，現実の
秩序の外に生きていたことを示すものである．。彼がコンミューンの潰滅後
も，ヴェルサイュ側の執拗な追求の手を逃れえた原因のひとつもまたそこ
にあったということができる。つまり，彼はCommunardsのような貞羹． 
的な痛手を受けることはなかったのである。しかし，そのことは彼が何の
痛手も受けなかったというのではない。ただ，現実というものがある意味
で稀薄化されていたことは確かなので，それ故にランボーにとっては，現. . . 
実と未知とほ， Gascarの指摘以上の微妙さで表裏一体をなしていたとい
うべきなのであろう。
こうした彼にとって， occultismeや illuminismeがきわめて具体的な
意味をもってくることほいうまでもない。ここでも Gascarのたいへん有
イリユ9ニスム
効な指摘があるが，彼によればく天啓説にはその名が示すとおり，よりい
っそうの精神性が示されている。これは不可解なものを考究し，宇宙の運
行を支配する法則を見ぬこうとさせるための思想である。>(前掲訳書 p.51) 
したがってこの思想によれば現実の人間の生活ほ，宗教にとってと同様，
すべて否定さるべきものとなる。しかも宗教のように統一的超越神をもた
ないのだから，めいめいは自分だけで神秘にいどみ，自分自身だけの信仰
を作り出さねばならない。＜詩人たらんとする人間の第一に学ぷぺきは自己. . . . . 
の認識—~ という宣言から，＜詩人ほあらゆる感． 
覚の，長期にわたる，広大無辺でしかも理に即した放埒によって見者とな
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る〉という確認に到るまでの文脈の中には，ランボーの自負にみちた強烈
な目我の意識の昂揚が十分見てとれるのである。
しかし，このような強烈な自我の意識の所有者が，いかにして博愛• 平
等というコンミューンの社会主義につながって行くのか。これに答えるた
めには，フランスにおける天啓説が，大革命の推進に大きな役割を果した
ことを想起せねばなるまい。マルクスによって非難されたごとく，空想的
社会主義とはそのことば自身が矛盾であるが， たとえば， Babeufから
Fourierにいたる革命派の理論の中に，人類の幸福はすなわち世界との調
和だという一種の予定調和説が流れていたことは確かで，ここにおいて，博
愛•平等は自然の理法であるのに，社会の矛盾によってそれが阻害されて
いるのだから，その社会自身の改革に向かうべきだといった発想が生まれ
るのは当然ともいいうる。3){人間は普遍的叡智からその果実の一部を拾っ
てきた〉といい， {Je pense► というべきでない， くL'onme pense.} (= 
くL'Hommepense.►) というぺきだというとき，ランボーの中にはそのよう
な意味で，根本的に人びととつながる自分を感じていたはずで，それ故に，
＜詩人はまことに火を盗み出すもの〉として，＜人類のみならず動物までも
肩に担う〉ものだという自負が湧然とわいて出たというべきなのであろう。
3 
かくて，ランボーの Voyantとほ現実と未知との間の微妙な交錯の中に
自己を持し，普遍的な l'Hommeと特殊存在としての Jeとの神秘的な合
ー感に自己のよりどころを見出そうとするものの謂であることほ明らかに
なったが，この意識の具体的な表現ほ言葉によらねばならず，しかもこの
言葉が従来の言語構造のうちに求められるほずほないので，ここにランボ
ーにとって言葉のやき直し．つまり＜錬金術〉が何よりも必要なこととな
った。いや，もっと正確にいえば，ある意味で，現実は言葉の中にあると
3) じっさい Nervalはその著『幻視者』にく社会主義の先駆者たち〉と副題をつけ
ている。
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もいえるので，言葉によってわれわれはまた voyanceの世界に行きつく
ことができるともいえるのである。ランボーが Voyantの手紙の中で言葉
にかかわる人間としての詩人についてのみ語っていることに注目しなけれ
ばなるまい。
じっさい，言葉というものほ，それを通用させる共通の仲間意識がその
共同体の中にあるかぎり，たしかに確実な情報の媒介物であり，文化の荷
い手となりうる。それはまちがいなく確かな現実の手ざわりをわれわれに
伝えてくれる。すなわち，言葉自身はある意味で自己を透明化して，人間
同士，あるいほ人間と物とのつながりを作り出す媒介となるのである。し
かし，一度その共同体意識が影をひそめ，現実が解体の危機に瀕したとき，
言葉ほにわかにその透明性を失い，何ものをも伝達しなくなる。それは一
箇の物体にかえり，それぞれの閉ざされた世界にもどろうとする。それは
あの始源の呪術性をおびた言葉の世界といってもよい。言葉ほまさしく無
垢の，それ故に孤絶の境にかえって行くのである。そこでこの解体の危機
にだれよりも敏感に反応し，だれにもまして自らの全体を回復しようと熱
望する人間，つまり詩人は，この言葉の原体験としての魔術性をおびた世
界に身を投げ込み，そこで得た新しい力を人びとの上に投げ帰そうと試み
るc これほきわめて個人的な作業であるとともに，すぐれて全体的な試み
だといわねばならない。なぜなら，言葉はこの原点でのやき直しによって，
自らの中にひそめている集団的無意識性，あるいは神話性といったものを
自ら開示してくるからである。要するに，置接的，日常的な利害関係の中
で救いがた＜鈍磨されていた言葉が，その本質を生々しく開示し，新しい．． 
現実を提示するといってもよい。ランボーがく詩人はあちら側からもち帰
るものに，形があるなら形を与える。形のないものなら無定形を与える。
とにかく言葉を見出すことだ}といって，その言葉をくすべてを，香りも音
も色彩もすべてを要約する魂から魂への言葉，思想をひっかけ引き寄せる
思想〉と定義したとき，彼は明らかにこの言葉のもつ特殊な普遍性に気づ
いていたのであった。だからこそ，詩人もく進歩の乗数 (multiplicateur)}> 
78 
となりうるのであり， ＜詩はもはや行為にリズムを与えることをやめて，
自ら先がけるものとなる〉のであった。
Roland Barthesはその著 {leDegre zero de l'ecriture► (Seuil, 1953) 
の中で， langueや styleとともに ecritureなる語を提議し， langueほ
(Temps〉(…）（これはわれわれの生きている歴史としての時代とでもいう意味にと
るべきか）， styleは生物学的人間に属し，どちらも自然的な所産であるのに
対し， ecriture ほり人間的行動の選択►, すなわち，＜歴史的な連帯性の行
動〉だと規定しながら， 歴史の危機にほ必ず言語表現への大きな反省が
あることを指摘している。 しかし，彼自身も述べているように， 歴史そ
のものが新しい表現を要求する段階に到っても，言葉の方がその要求に応
じる新しさをもつことほきわめて難かしい。なぜなら，＜言葉ほ固有の歴
史と伝統をもっていて，けっして無垢ではなく ►, <作家は自分の武器を一
種の超時代的な兵器庫から選ぶことを許されていない〉からである。つま
り，いかに作家が自ら新しい要請に即した新しい文章表現を創出したいと
感じても，その実，古い言葉の殻ほけっして破られていないということに
なろうか。ランボーがく言葉の錬金術〉で直面していたのも，まさしくこ
の問題に性かならない。彼が到達した新しい現実の認識も，それを表現し
うる言葉＿すなわち， ＜魂から魂への言葉〉を欠いていては何の意味も
もちえなかったといわねばならない。ランボーの言葉の模索はほたして成
功したかどうか。 Barthesほ冷静につぎのようにいっている。
この聖なる文章（伝統的な文章のこと）を浄化するにはそれを解体する
仕かはないと考えた作家も仕かにいた。彼らはそこで文学的言語を往り
返し，作家の常套句や慣用や形式的過去などのつねにあらわれてやまぬ
殻を瞬間々々に破裂させ，形式の混沌，言葉の砂淡の中で，＜歴史〉とほ
完全に無縁になった対象に到達し，言語の新鮮な新品的状態を再発見で
きると考えたのであった。しかし，こうした錯乱は，けっきょく，また
自らの轍を探り，自らの法則を創出するしかない。＜文芸〉ほはっきりと
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社会的な言語に基かないすべての言葉を竹かすのである。言葉の崩壊は，
いつも無秩序の構文をあらかじめ避けようとしては，ついには文章表現
の沈黙にいたるだけだ。ランボーやある種のシュール・レアリストたち
アグラフィー
の行きついた書字不能ー一このく文学〉のひっくり返えるような沈没は，
ある種の作家たちにとって，文学の神話の最初にして最後の解決策たる
言葉は，けっきょくは彼らが逃れたと主張していたものをもう一度作り
直すものであり，だから革命的でありつづける文章表現などはなく，あ
らゆる形式の沈黙はただ完全な無言によってのみ欺闊を免がれうるとい
うことを教えている。（同書 pp.66~7.) 
工，',チュール
しかし．同じく Barthesがいっているように， く自由としての文章表現
は一瞬間しか存在しない〉としても．まさにくその一瞬ほく歴史〉の中でも
もっとも明瞭な瞬間のひとつ〉であって．そこに作家の自らが生きている
歴史にかかわる重大な選択があるとしたら．ランボーの Voyantの認識は，
まさしく．そのもっとも貴重な歴史の一瞬だったということができほしな
いか。わたしはランボーの {Voyelles► の詩にそのひとつの証しをよみと
ることができるように思うのである。
4 
さてくVoyelles► という詩であるが，この詩についてほすでに早くから
いろいろの論議がなされ，とくに Etiemble,E. N oulet, Barre re などの
研究4)ほ有名であるが，ここでほ上の意味でわたしなりの解釈を示してお
きたい。その手がかりとして S.Bernard (Classiques Garnier くRimbaud►
1960), R. G. Cohn ({The Poetry of Rimbaud► 1973)および， C.E. Ma-
4) B:tiemble: <{Le sonnet des <{Voyelles►► 1939 1968. <{Le mythe de Rimbaud► 
I 1954 
E. Nou!et: <{Le Premer visage de Rimbaud► 1953. 
J.B. Banもre<{En revant aux <{Voyelles►► 1956. 
そのほか Chadwick.Starkie, Hackett, Gengoux などの研究も有名である。
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gny (Poetes d'aujourd'hui {A. Rimbaud► 1967)の解説を参照したことを
先に断っておぎたい。
人間が音と色，文字と色彩とのつながりを考えようとしたのはずい分昔
からの話なので，なにもランボーの専売特許とかぎったわけではない。す
でに18世紀の Voltaireにもそうした試みがあったというし，あるいほ，文
学上の先輩として BaudelaireのくCorrespondences〉をあげることができ
る。また， V.Hugoが {Aet I sont des voyelles blanches et brillantes. 
0 est une voyelle rouge. E et EU sont des voyelles bleues. U est la 
voyelle noire.}>とまったく異った定義を試みたという報告もある。さらに，
当時の occultismeir, 影響も否定できないし， E.Gaubertのように，ラン
ボーの幼時の ABC教本に見られる母音の色づけをその根拠にしようとし
たものもいる。かくて，あまりに多いこれらの動機づけを嘲笑するかのよ
うなあの Verlaineの有名なことばがきかれるのである。＜彼にはそのよう
に見えたのさ。それだけさ。〉とにかくそれ保どこの詩の成立にほ興味が
もたれているのであるが．これには Bernardの精密な註釈があるのでそ
れを参照すれば十分であろう。5)
5) これらの解説のうち,GaubertのABCの色づけと,Occultiste, E. Leviの説
はとくに示唆にとんだもので注目に価するのでここにかんたんに紹介しておこう。
(A) Gaubertによる色の説明 (mercurede France 1904. 11) 
A (noir) : Abeille, Araignee, Astre, Arc-en-ciel 
E (jaune*) : Emir, Etendard, Esclave, Enclume 
I (rouge) : Indienne, Injure, Inquisition, Institut 
O (azur) : Oliphant, Onagre, Ordonnance, Ours 
U (vert) : Ure. Uniforme, Urne, Uranie 
Y (orange) : Yeux, Yole, Yeuse, Yatagan. 
＊この Eが blancとなったのは印刷が薄れて白になったか，ランボーが白
をより好んだかによると考えられる。
(B) Leviの説
{la vie rayonnanteはつねに noirから bleuを通って rougeへすすみ，lavie 
absorbeeは同じ道を通って rougeから noirへふたたび降りて来る。〉
なお Gengouxがこれを次のように図示している。（図は次頁下）
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さて，先ず詩全体として一読してみよう。すぐに気がつくのは alphabet
の順序としては， 0 と U とが反対であることである。『地獄の季節』の
「言葉の錬金術」のところで彼自身もう一度ふれたときは普通の順序になっ
ているのにどうしてかと，だれもが気にするところである。これに対してほ
hiatusを避けたのだという説もあるが， やほり， この詩の構成として，
すべての存在のアルファである A からはじめれば，その終結たるオメガ，
0で閉じるのが当然だと考えるのが妥当のように思われる。じっさい，こ
の詩ほランボーが自らの意志で作り上げたひとつの完結した宇宙の表現に
fまかならなかったのであるから。
さらにもっと考えれば，なぜ母音だけが問題になったのかという疑問も
生じるが，ランボー自身が「言葉の疎金術」でく子音の形態と運動も規定し
た〉といっているので，母音だけが問われたのでないことはたしかのよう
である。ただ，母音というものが言葉の音韻構造上必須の基盤となってい
るのだから，たとえばHackettはAほ大地， Eは水， Iほ火， Uは空気
と， それぞれの母音を世界を構成する四原素にあてほめ， 0をその統合
としての，自足した世界の表象と考えようとしている。この説の当否ほと
もかく，ランボーが，このくVoyelles}を出発点として，広大な宇宙にも
比すべき言語表現の空間を創出しようとしていたことはまちがいない。
Noir 
(violet) 
Noir 
(violet) 
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そこで， Aからはじめて個々の詩句をたしかめてみよう。
A, noir corset velu des mouches eclatantes 
Qui bombinent autour des puanteurs cruelles, 
Golf es d'ombre ; 
(A それほ苛烈な臭気の廻りにとびかう ぎらつく蠅たちの 毛むく
じやらな黒いコルセット。または影の入江。）
ー読して暗黒と死がみなぎり，ひとを誘いこまずにはおかない虚無の穴
が口をあけている不気味さをわれわれほ感じる。あるいほ，それは人類の
始源の混沌の闇かもしれない。あるいはまた，もっと個人的にはめいめい
の胎生の姿，つまり，母の胎内の暗黒を象徴しているといってもよい。そ
ういえば， ランボーにとって，母はまさしく {laBouche d'ombre► であ
った。＜彼の母， 彼の母の暗い教会， さらに蒙昧な田舎〉がこれらの詩句
の奥に感じられると Cohnもいっている。（前掲害 p.128)ともあれ，そこ
にうこ遂らくものほ汚辱の虫・蠅である。大文字の A は後からみた蠅の姿
を示しているという人もあるが，それほ先ず何よりも，絶望的な反抗と，
空しい虚脱の中にあけくれた自らの少年時代の生き方へのきびしい反省で
もあったろう。＜細かい気づかい故に，ぼくほ底くの人生をふいにしたいと
なげく「いちぼん高い塔の歌」でもく忘れ去られた＜牧場〉に まんねん草
やどくむぎの花さき乱れ，汚れた蠅ほむらがりわめき立てる〉という描写
があることを忘れてはなるまい。
最後の Golfesd'omberほ研を改めていることもあって，蠅のクローズ
アップから， 急転して遠景化され， （行またぎはこのような急な転換によ
く用いられる）さらにつづく Eのイメージが全体に大きな見睛らしをもっ
ていることとみごとに対応している。しかし， Cohnほこれもさらに近接
したイメージとしてとらえ，たとえば医師の診断のさい，求められて「ア
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． 
-」（〔a〕の発音に通じる）と大きくのどをあけるとき，われわれはくGolfe
d'ombre► を開くと説明している。すなわち，大きくのみこむ暗い口腔の
イメージと考えているので， これはまた注目に価するものといえよう。
（前掲書 p.129) 
ともあれ， Aはそこにすべてをのみつくす暗黒の虚無であるとともに，
またすべてがそこから生じる始源の場所でもあった。そして，この渦巻く
混沌から， くGolfesd'ombre► のみごとな転調によってわれわれが導かれ
るのほ，冷ややかな光に白々と輝やく Eの静謡の世界にほかならない。
E, candeurs des vapeurs, et des tentes, 
Lances des glaciers fiers, rois blancs, frissons d'ombelles; 
(Eは昇り行く蒸気の白さ，テントの色，誇り高い氷河の槍，白い王た
ち，さらにまた撒形花のそぞめき。）
ここでは先ず，高みをめざして昇りつめようとする精神の軽やかな動き
が感じられる。全体が明かるいひろびろとした見はらしの中で，われわれ
は一種の解放感を味わう。ここでは Baudelaireのくところで 白く雪負
う峯よ，わがほやる心はたえまなく君をめざし 蒸気となって昇り行かん〉
（「マドンナに」）の一句が意識されていたかもしれない。
＜氷河の槍＞でも，流れおちる氷河のイメージよりは天にむかって投げ上
げられる槍の上昇感の方がつよい。＜白い王たちれの姿も，やはり孤独にそ
びえ立つものを表象する。＜轍形花のそぞめき〉にもまた同じ孤独と据傲
のイメージがある。そして，これら孤高の形象にはまたまた母の姿がオー
バーラップすることにわれわれは気づく。寡婦として冷厳に身を持し，厳
しく子供たちに対したあの母の姿である。＜＜婦人〉は陽の光たえまなくふ
りそそぐ近くの牧場にすっくと立ち，手に日傘もち，緻形花をふみしだき，
何というおごりたかぶり…► (「記憶」皿）という詩を思い出してみるのも
一興だろう。かくて， この Eの世界でも母と女性が感じられることはた
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しかであるが， Aの場合はそこに暗い官能の息づきが感じられたのに対
し，ここではその暗さから逃れて次第に中性的な色合をおびていることを
見逃してはならない。そのことは，〔a〕という発音が非常に中性的な発音
であることと無関係ではあるまい。 E.C.Magnyも〔a〕muet vまく音と
して聞えずとも欠かすべからざる母音だ〉といってくVoyelle blanche► と
呼んでいる。（前掲書 p,32)このようにして， EほAの暗い冥闇の世界か
ら，清浄な精神界への上昇の過程を示すものであることは明らかとなった
が，この上昇ほIに到って，急激に火となって激発する。
I, pourpres, sang crache, rire des levres belles 
Dans la colere. ou les ivresses penitentes, 
(Iほ紫， ほき出された血，怒りの中で ほたまた悔恨にみちる陶酔の
中で 笑う美しい唇。）
先ず pourpresが問題だ。何を表象し，またなぜ複数形なのか。 Noulet
は後に列挙されるものの総合としてSがついたというし， Bernardはフェ
ニキャのチール港の染料を思い出し，これほ etoffespourpresつまり紫の
布で，栄光と豪奢の象徴だとしている。しかし，いずれにしても何よりも
先ず毒々しいまでの赤さがわれわれの目をうつのほたしかである。 Iとい
う音のもつ激しさ，厳しさがイメージにもそのままみちあふれている。そ
れは狂暴な情熱の表出である。血も笑いも，どちらも噴出するものとして
イメージされている。ここにほ母の絶対性へ反逆するランボーの意識の凝
結がほっきりと感じとれる。そのせいか，この血ほ赤いというよりも一種
怨悔をおびた黒に近づく。（「ジャンヌ・マリーの手」のあのく掌にたぎり. . . . .. 
まどろむ ほしりどころの毒の黒血〉の一節を想起しよう。）かくて Iは
激しく燃え上り高揚するとともに，ふたたび暗黒へひきもどされざるをえ
ない意識の極点を示すということもできる。
さらに先底どから問題にしている性の面からみれば，ここにあらわれる
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イメージは女性的なものを想像させるが，その根底には男性の攻撃的な姿
勢がむしるつよくうかがえるといってよく， Cohnはこのことについて，ヘ
プライ語の I,つまり， jodは男性を示すものであり，ランボーはocculti-
smeの本などでそのことを知っていたのではないかと推定し， penitentes
という音には penisのイメージがかかわっているとまで説いている。（前
掲書 P 130) 
さて，この 1の激発の後には平和な Uの世界が待っている。 Magnyの
表現をかりれば，＜人間を， Aの虚無の世界， Eの氷のごとき生， 1のサデ
ィスティッな錯乱と官能的な狂乱から解放するすばらしい錬金術の時代〉
（前掲書 p.33)が始まるのである。
U, cycles, vibrements divins des mers virides, 
Paix des patis semes d'animaux, paix des rides 
Que l'alchimie imprime aux grands fronts studieux ; 
(U, 天地の循環，緑の海の神秘な律動 動物たちの散らばる牧場の平和，
錬金術の研究に深く鏃よる学者の広い額の静けさ。）
大きな宇宙の全体的な把握が感じられる。そこを支配するものほ大きな
律動，ゆったりと調和のとれたゆるぎない宇宙の歩みである。 Cycleとほ，
ギリシャ語で rythmos, つまり律動，波なのである。 （この点， U vert 
がUniversと発音の上でも類似していることほ見逃せないし， また Uほ
diapason (音又）の形と同じなので音波のイメージを与えると説明する
Bernardの註釈も無視できない。）かくて Uの大きな波ほ，そのまま緑の
海のうねりに，さらにほ家畜の散在するのどかな牧場の起伏にとつながり，
やがてほ老学究の額のしわにまでつながって行く。学者のしわと海や牧場
のうねりとの結びつきはいささか奇異に感じられなくもないが，学者が錬
金術の研究によって到達するのほ自然の理法の把握であり，それ故に自然
のままに生きる叡智を自らのものにしうるとすれば，その姿はまさしく平
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和と静議の象徴であるといってもけっしておかしくはない。
いずれにしても Uの世界が穏かな平静さの中に展開されていることは
明らかとなったが， ランポーにとって緑I:.そ，その平和な静けさを象徴す
るものに性かならなかった。あの有名なく谷間に眠る男〉をはじめ，とく
に初期詩篇の中で，緑という形容詞はきわめて多く使われているが，それ
ほ緑がランボーには青春の希望の色と映っていたことをはっきり示してい
る。(Magnyの報告するとこるによれば， {Illuminations}やくUneSaison}
では緑という形容詞は激減しているという。沖さらに緑はただたんに青春
の夢をかなでる色というだけでなく，同時に，万物を自らの内に包摂して
ひっそりと息づくやさしい自然の色でもあった。そこでは，男性的なもの
も，女性的なものも，人間としての大きなリズムの中でとけあっている。
それほまさしくく大いなる母〉としての自然であるが，ランボーにおける
母のイメージも， I:.I:. に到ってようやく大きな自然にとけ込み，消去され
たということができるかもしれない。 じっさい， 発音の上からいっても
〔y〕ほ，明る＜鋭い男性的な〔i〕音と，円＜柔かい女性的な〔U〕音との結
合であって，男女が対立することなく融合しあうこの U の世界をま I:.と
にうまく象徴しているといってよかろう。
さて，この静かなやすらぎの世界にとつぜん，最後の審判のひびきのこ・
とく鋭いラッパの音がなりわたる。いよいよ 0の登場である。
0, supreme Clairon plein des strideurs etranges 
Silences traversees des Mondes et des Anges .:
-0 l'Omega, rayon violet de Ses Y eux. 
(0, 奇妙に鋭くとどろき渡る至高のラッパ 世界と天使たちの行きか
う沈黙 ーーおおオメガよ ＜彼のひとみ〉の菫色の光よ）
この詩句はく銅がとつぜんラッパとして目ざめたにせよ，銅にはなんの
6) cf. C. E. Magny (A. Rimbaud) (Poふesd'aujourd'hui) p.p. 33~4. 
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落度もありません〉という Demenyあてのあの Voyantの手紙を想い起
させる。これはまさしく，＜自分の思想の開花に立会っている＞詩人の意識
に低かならない。＜楽弓を一ふし奏でれば， 交響曲が幽遠の中でざわめき
動き，あるいほ舞台の上に一躍おどり出る〉ということばほ，はじめの 2
行の解説として申し分ないとはいえないだろうか。
あらゆる感覚の解放，惑乱のうちに，われわれは今， 自分がこの 0と
ともにまったく新しい詩の生成に立ち会っているという実感をもつことが
できる。 0はAから始まったふしぎな母音の弁証法のすべての帰結点な
のである。 Hackettがく0ほふしぎな輪で，そのおかげでランボーは消え
失せ，至高の秩序にとけ込んでゆける〉といっているのもその意味でうな
づけよう。
ただ問題ほ最後の SesYeuxで，これはいったい何をさすかということ
である。1>Bernardなどほ，ランボーがパリに伴なったことのあるあの女
性の目だといい，この最後に彼女の目をおくことで，創造と愛の神秘を結
び合わそうとしたのだと推論し， Bretonもまた『通気管』の中で，だれに
もこのようなすみれ色の目をした女はいるのだと，原型的な女性像と納得
しようとしている。しかし，ここではCohnの説を採用してみたい。（前掲
書 p.132) 彼によれば，この詩句に見られるすみ渡った霊妙さともいうべ
き雰囲気ほ， 男性のもつ極致的なもので， この Sesという所有形容詞ほ
あのくGenie► のなかの岱辿 corps! .~vue, ~vue !)の使い方を仕う
ふつさせるので， この Sesとほ， 男性の essenceとしての Genieを示し
ていると考えたらどうかというのである。ランポー自身の目の色がまた青
かったという事実からも，彼が絶対へと燃える視線をそそぎ，詩人として
の上昇をつづけようとするとき，この SesYeuxほかぎりないはげましと
7) <ランポー は Divinityを示すかのように SesYeuxとかく。青い眼はまた(Ilu.
mi nations)の「花」の中の undieu aux enormes yeux bleus et aux formes 
de neigeを想起させ，また「Beingbeautious」にあらわれるあの神秘な姿も想
い出させる。>(Starkie (A. Rimlaud) 1961) 
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なって彼を導く契機となったものであることほ疑いをいれない。事実，菫
色ほつつしみ深い色でありながら，ひとをつねに，より高貴な，より深奥
な世界へと誘ってやまないもので，最後にこの色をとどめおいたランボー
の深い慮りをわれわれほ十分くみとるべきであろう。
5 
かくてわれわれはランボーのくVoyelles► の世界を検討し終ったのであ
るが，そこで明らかになったのほ．きわめて奔放で多様にみえるイメージ
の展開が，その内実はじっに水際立った手法で統一され．そこに自らラン
ボーの詩的宇宙が混然とした形で提出されているということであった。そ
こには，たしかにランボーの個的体験が苦々しくにじみ出てもいる。しかし．
それらはすべて普遍的な人間の問題に通ずるものとして完全に消化され．
純化されている。つまり, Verlaineのいったように位要するにそのよう
に見えた〉ぐらいのものではなく， Voyantの詩論の完璧な実践だったこ
とをわれわれは知らねばならない。
じっはこの詩の解釈の中で多くの物議をかもしたものに Faurissonの独
得の解釈8)があるが．それはこの詩をすべて女体の blason(紋章詩）とす
る考え方である。渋沢孝輔氏の簡潔な要約があるのでそれを紹介すると，
A を逆にして V -―ーセックスの形，出発点。
E を横にして Q —乳房の形，漸進的な開花。
I を横にして>-<-—唇の形，陶酔の瞬間。
U を逆にして n 髪の形。小凪の状態。
0 はそのまま—眼の形。また開かれた口の形。最後の extase。
8) この Faurissonの解釈は, 1961年末， {Bizarre► 誌 (No.21~22)に匿名でくA.
t.on lu Rimbaud?► と題して発表されたものである。 ここにはたんにく母音翔厚
釈の問題だけではなく．‘ノルボンヌ大学への反感などという徴妙な問題もあって．
ソルポンヌの Etiembleが真向から反論を示したりしたため，かなり大がかりな
論争となった。このいきさつ及びく母音〉解釈問題に関しては渋沢孝輔氏のくラ
ンボー「母音」問題〉の力作がある。（『詩の根源を求めて』 1970,思潮社）
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というようにじっに整然とした運びで説明されうるのである。それはこ
のくVoyelles► と低とんど時を同じうして作られたと思われる四行詩，
星ほおまえの耳のただ中でばら色にすすりなき
うなじ
無限ほおまえの項より腰へと白くうねった
海ほ朱いおまえの乳房に褐色の真珠をちりばめ
「男」ほお前の至高の脇腹で黒い血を流した。
が明らかに女体の blasonであることを思えば一考に価する解釈である
ことはたしかであろう。さらにまたこのくVoyelles}全体にエロチスムの匂
いは十分感じられるし． この文章でもふれたように男性的なものと女性的
なものとのからみ合いがあることも確認した通りである。この Faurisson
の解釈に Etiembleがかみつき．いわゆる {BatailleRimbaud}がくりひ
ろげられたことほ周知の事実であるが．ここではFaurissonの解釈をとや
かく論議するよりも，むしろ，問題はこのFaurissonのごとき解釈によっ
ても {Voyelles}はじつに統一的な論理で統べられていることがわかると
いう点にある。つまり． いかなる解釈を施こそうと．くVoyelles}はまさ
しく一箇の混然たる小宇宙を作り出していることだけは否定できないので
ある。ランボーほコンミューンヘの共感に身を焦がしながら，詩人の任務
ほこのように，個にして普遍な，ゆるぎない言語の統一体を作り出すこと
にあることをほっきりと認識していたのであった。この労働に身を投げか
けること． それが真の travailleurとしての Voyantの． すなわち．詩人
の新しい責務と彼は考えたのである。「酔いどれ船」から『地獄の季節』
{Illuminations► にいたる諸詩篇はその信条の中から咲き出た彼の労働の
華々であったといえよう。 (1970.11.20)
（本学助教授）
